
接合技術を活用した
電気自動車用バッテリー部材の開発

研究開発の内容は
どのようなものですか？

当社は、積層焼結技術により複数のステンレス
金網を焼結した積層焼結フィルターの開発・製造
を行っています。積層焼結フィルターは、各層の
金網によって網目が互いに交錯するため、ろ孔の
形状が微細で均一なろ過構造を形成してます。耐
熱・耐圧・耐酸化性に優れ、用途は多岐にわたっ
ており、航空宇宙分野では国産ロケットのエンジ
ン部への異物混入を防ぐフィルターなどに利用さ
れています。
積層焼結技術によって一体構造化した接合部の
評価は、これまで人の感覚による判断も多く、接
合強度や耐久性などの評価が難しいことが課題で
した。そこで、接合部の客観的な評価手法を確立
するために京都府中小企業技術センターに相談し
ました。

どのような経緯で
センターを利用しましたか？

積層焼結技術を活用して電気自動車用バッテ
リー部材の開発にも取り組んでいます。電池の電
極と外部の電気回路をつなぐ役割を担うタブは溶
接などによりセルに接合されていますが、従来の
タブでは発熱等で大電流化への課題となっていま
す。そこで当社では高速充放電可能な「ハイブ
リッドタブ」を開発しています。ハイブリッドタ
ブは、NiプレートとバスバーとなるNiめっきを施
したCuを焼結技術により1枚ものにしバスバー付
きタブにすることで解決しました。金属などの無
機系材料はミクロン単位の結晶粒の集合体ででき
ており、結晶粒の大きさや向きは材料の強度など
の性質に影響します。それらの測定が可能なEBSD
法（電子線後方散乱回折法）で接合部を評価しま
した。
EBSD法の測定深さは数十nmと非常に浅く、試料
の表面状態の影響を大きく受けるため、測定が難
しい接合材料もありましたが、材料の種類に応じ
た前処理条件について提案を受けるなど、セン
ターと共同で解決していくことで新しい知見を得
ることができました。
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